
エコプラザ（仮称） 
         ニュースレター 
エコプラザ（仮称）って何？ 
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 ごみ収集車がピットにごみを投入する場所だった旧

プラットホームは、おおよそ縦54m×横15m、 高さ８

ｍの屋根のある大空間です。これまでもこの場所を利

用して、様々なイベントが開催されてきました。  

 今後、エコプラザ（仮称）の機能に合わせた空間

の活用方法について検討していきます。  
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イベントの様子 
        →   

旧プラットホームってどんなところ？ 
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武蔵野クリーンセンター配置図   

 エコプラザ（仮称）は、クリーンセンターの建て替えにあたり、 

学識経験者や周辺地域の方、関係市民団体などで構成され

た新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設・周辺整備協議会

において、エネルギー供給施設としてのエコセンター（新工場

棟）とともに、ライフスタイルの変化やごみの減量を促す環境啓

発の拠点として提案された施設です。 

 環境への配慮（＝建物を壊さないでガレキを出さない）から、

クリーンセンター敷地内の旧事務所棟と旧プラットホームを改

修して再利用するもので、平成32年度中の開設を目指してい

ます。  

  

  平成29年２月には、同協議会から出された「エコプラザ（仮

称）事業のあり方中間まとめ」を受けて、全市的な視点で施

設のあり方について検討するエコプラザ（仮称）検討市民会

議が立ち上がり、ごみ・資源、緑、水循環、エネルギーなど、多

様な環境問題や環境の大切さをわかりやすく伝え、一人一人

の環境にやさしい行動を促す施設を目指し、検討を進めていま

す。 
日常的な使い方など
についても、アイデアを
出し合っています！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第14回会議 7月12日（木）市役所412会議室 
■第15回会議 8月 １日（水）市役所111会議室  
＊いずれも午後７時～午後９時まで  
＊先着順で20名まで傍聴ができます。詳しくは市報、 
   ホームページをご覧ください。 

エコプラザ（仮称）検討の歩み          

共創による未来に誇れる場づくりとしてのエコプラザ 
 みんなでつくろう！子どもたちに未来をつなぐエコプラザ 

   コンセプト 

   ４つの基本方針 

年度 エコプラザ（仮称）に関連する委員会・計画等 エコプラザ（仮称）についての検討内容 

平成
21 

○（仮称）新武蔵野クリーンセンター施設まちづくり検討委員 
  会最終報告書 
○（仮称）新武蔵野クリーンセンター施設建設計画市の基本  
  的な考え方 

○普及啓発・情報発信機能の確保、リペア工 
  房の併設 

平成
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・ 
平成 
23 

○新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設・周辺整備協議会 
  提言 
○新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設基本計画提言 
○新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設基本計画 

○環境への配慮から事務所棟・プラットホーム  
   を再利用 
○地球温暖化等を考えるエコプラザ（仮称） 
  は、低炭素モデルの実現、地域力の向上、 
   まちづくりとの連携を進める拠点として展開 
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○第二期新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設・周辺整備 
  協議会報告書 

○必要な視点：ライフスタイルを変える 
           ごみ減量につなげる 
○対象：広く全市民 
○機能：環境啓発、リユース・リサイクル、      
      交流・ネットワーク・情報発信 

○第五期長期計画 
○環境啓発の受発信機能、普及啓発の基盤 
  整備 

平成
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○第五期長期計画・調整計画 
○既存施設の有効活用、地域の意見を聞き 
  ながら全市的な議論を行う 

○第三期新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設・周辺 
  整備協議会報告書 
○第四期新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設・周辺 
  整備協議会エコプラザ（仮称）事業のあり方中間まとめ 

○ごみの減量を市民に促す。それを創造的に 
  行う拠点 
○機能：学び、創造、コミュニケーション 
○広範な環境啓発機能の付加 

○有識者や環境市民団体、公募市民などで構成された 
  エコプラザ（仮称）検討市民会議を設置 

○全市的な視点で施設のあり方について検討 

これまでの検討内容から           

 平成29年２月に設置されたエコプラザ（仮称）検

討市民会議では、機能や運営形態など、施設のあり

方について検討を進めています。 

 これまで検討してきた内容の中から、今回はコンセプト

と４つの基本方針をご紹介します。これらの基本方針

をもとに、より良い成果を導き出すため、議論を重ねて

います。 

 これからも、ニュースレターやホームページなどを通じて、

検討内容などをお知らせしていきます。 

■低炭素モデルの実現 
  地球温暖化がこれ以上進まないように、環境にやさ 
  しい行動をみんなに働きかけていく 
■地域力の向上 
  環境のことをみんなで考える地域をつくり、まち全体 
  に広めていく 
■まちづくりとの連携 
  緑や景観、バリアフリー化などにより、より良いまちづ 
  くりをめざしていく   
■メタボリズム（＝新陳代謝） 
  時代や環境、市民ニーズの変化などに対応しなが 
  ら、施設も関わる人も、フレキシブルに学び合い、育  
  ち続けていく 

今後の予定 


